
  住民主体で福祉のまちづくりを推進する情報交流紙です 

 

 

 

 

 

毎年１０月１日から１２月３１日までの３カ月間、家庭、学校、職場、

街頭等、あらゆるところで共同募金運動が行われています。 

菊水地区では、１０月１日（月）民生・児童委員の皆さんが五つのグ

ループに分かれて、スーパーアークス菊水店、マックスバリュー菊水

店、他に地下鉄菊水駅２番・３番出入

口の４箇所で活動を行いました。民生

委員のグループの他、菊水青空子ども

会のお子さんや保護者の方々は、マックスバリュー菊水店等で募金活

動しました。また、保護司会菊水分会の皆さんは、東札幌ダイエー店

前で募金活動しました。 

 なお、募金活動に参加された皆さんお疲れ様です。また、地域の皆

さんは、快く共同募金に協力していただきまして誠に有難うございます。 
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共同募金は、事前に使い道や募金目標を

定め、地域の福祉のための募金と配分（助

成）に関する計画をたてて行われます。

募金方法は、戸別募金（各世帯から寄

せられる募金）、法人募金（企業・商店・

病院から寄せられる募金）、街頭募金（街

頭において通行人から寄せられる募金）、職

域募金（職場や地域団体から寄せられる募金）

と地域歳末募金で構成されています。右図の円グ

ラフを参照してください。 

 

共同募金は地域の福祉活動に役

立っています。 

昨年度の白石区共同募金実績は、

右のとおり８,６９１,９１２円で

そのうちの約５２パーセントに当

たる４,５９６,０００円が区内の

福祉のために活用されています。 

 なお、白石区内全体の配分状況

は、右表のとおりです。 

 その内、菊水地区福祉のまち推

進センターに、共同募金から交付

された善意の寄付が「高齢者のふ

れあい交流会」に使われています。 

地域の皆さん、赤い羽根共同募

金にこれからもご協力お願いしま

す。 

 



 

 

９月３０日（日）午前１１時から菊水地区会館において、菊水・

菊の里地区老人クラブ連絡協議会主催による恒例の演芸大会が

開催されました。 

老人クラブ会員は、開始時間前から来場され、各テーブルに記

載されている老人クラブ名を確認の上、空いている椅子に着席し

ました。 

午前１１時、菊寿会土肥会長の司会により始まり、同連絡協議

会の高橋会長の代わりに、司会の土肥会長が挨拶して演芸大会が

開会しました。来賓の挨拶後、直ちに舞踊衣装を身につけた会

員の演舞が行われました。 

演舞は、舞踊とカラオ

ケの２部門に、傘下９

団体のうち、８団体か

らそれぞれ舞踊１３

組、カラオケ１２組が

演舞や歌を披露しま

した。 

演舞に参加された皆さんは、日頃の練習成果が十分に発

揮され、会場から応援や盛大な拍手がありました。 

 

 

 

「高齢者健康増進フェア」の打ち合わせ会が、１０月１７日（水）午後１時半から菊水地区会館に

おいて行われました。 

福まち役員と協力機関の職員計１７名が参加し、検討した

結果、これまで「高齢者ふれあい交流会」の名称で開催して

きましたが、今回から高齢者の健康増進に役に立つことを目

指し、「高齢者健康増進フェア」に名称変更し、１１月１５

日（木）、午前１０時から午後２時まで、菊水地区会館にお

いて開催することを決定しました。 

イベントの内容は、午前の部は介護予防寸劇「悪徳商法に

だまされないでの巻」で始まります。いつもの菊子さんが、

近所に巻き起こす騒動や笑いを心待ちにしてください。健康相談では、保健師の「血圧測定・脳トレ」

を受けられます。この機会ですので利用してください。手作りコーナーでは、「ようじ入れ」を作っ

てみましょう。趣味のコーナーは、囲碁・将棋・お手玉・トランプ・花札等で楽しめます。 

お昼の「ランチタイム」は、おはぎ・味噌汁・漬物を予定しています。 

午後の部の演芸コーナーは、「宝来ひょっとこ踊り」です。乞うご期待！！ 

このイベントは、高齢者同士の交流と心身リフレシュを目的に行われています。一度も参加されて

いない方は、この機会に是非参加を！！お待ちしています。 

なお、参加申込は１１月８日（木）迄に菊水まちづくりセンター（８１１―９４４５）まで 



 

１０月１１日（木）午後４時から札幌フローラに

おいて白石区町内連合会連絡協議会主催の「自治組

織代表者研修会」が開催されました。 

この研修会に参加したエスセーナ菊水町内会の米

澤会長からの寄稿文を紹介します。 

 

この度は、『自治組織代表者研修会』に初参加させ

て頂き、ありがとうございました。 

今回の研修会は『地域の見守り活動』がテーマで

した。「共栄第二町内会」の事例発表により熱心な活

動状況を拝聴し、同じ地域で暮らしている住民への

思いやりと地域の大切さがよく理解できる内容でし

た。 

また会長のリーダーシップのもと、役員・班長等

が住民組織で情報交換し、町内会組織の運営にご尽

力されている姿勢に学ぶべきものが多くありました。

地域福祉の問題点や

各々の難題に対し、

関係機関と情報を共

有することで、住民

組織への過重負担と

のバランスを考慮し

つつ、解決へのプロセスを構築している運営活動に

深く感銘しました。 

私が入会している町内会はマンション単一町内会で全戸加入（48 世帯）の少数町内会です。既に築

18 年が経ち、入居時と比べ当然のごとく高齢化が進んでおります。 

マンション入居者には、あえて昔ながらの人づきあいを敬遠

する思いから居住されて生活している方も多く、そのため町内

会活動に様々な支障や課題を抱えているのが現状です。 

しかしながら何らかの『縁』で同じ地域に暮らしていること

を考えれば、互いの親睦を深め、少しでも孤立社会を無くす事

ができるよう町内会役員始め、行政や関係機関等のお力をお借

りし、今後は町内会活動における地域の見守り活動を推進して

参りたいと思います。 

平成 24 年 10 月 20 日 

エスセーナ菊水町内会 会長 米澤 幸二 

         朝晩は、気温がさがりストーブの暖が必要な季節となりました。冬の季節も間近ですね。 

今月号は、共同募金、老人クラブ演芸会、高齢者健康増進フェア、自治組織代表者研修会の記事を中心に編集しまし

た。また、エスセーナ菊水町内会会長米澤幸二さんから自治組織代表者研修会に参加された内容を寄稿され、「地域の見

守り活動」の現状と課題が分かりました。今後の活躍を期待します。 

                                                                   （品 川） 


